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有明海奥部底層の溶存酸素濃度の変動（９月） 

 奥部の観測点Ｔ１３（国営干拓沖）では，９月上旬の小潮期に底層の溶存酸素（飽和度）

が低下し、一時的に２０％未満を示し、貧酸素水塊が形成されました（図２）。９月６日の

低気圧の通過後は、北寄りの風が吹き始め（図３）、以降連吹したことでエスチュアリー循

環が促進され、沖合の溶存酸素の高い低水温・高塩分の海水が底層を岸寄りに輸送された

こと、また、大潮期に向かい、潮流が増加したことから、９月中旬の大潮期に溶存酸素は、

７０～８０％に回復しました（図２）。９月下旬の小潮期にも底層の溶存酸素は減少しまし

たが、４０％を下回ることはなく、その後の大潮期には、再び８０％以上に回復しました

（図２）。 

 沖合域の観測点Ｐ６（沖神瀬西）では、底層の溶存酸素は９月上旬まで４０％程度と低

い水準で推移していましたが（図２）、９月６日の低気圧通過後の北寄りの風の連吹（図３）

により徐々に上昇し、大潮期に入った９月１５日以降、８０％程度まで回復しました。９

月下旬の小潮期には、底層の溶存酸素は５０％程度まで減少しましたが、その後の大潮で

は再び８０％程度まで回復しました

（図２）。 

 さらに沖合域の観測点Ｐ１（大浦沖）

では、９月上旬には底層で溶存酸素は

５０％を下回っていましたが（図２）、

９月６日からの北寄りの風の連吹後

（図３）は、５０％を下回ることはな

く、大潮時には８０％程度まで回復し

ました（図２）。 

 有明海奥部海域では、９月９日の断

面観測において、表層に低塩分水が存

在し、密度成層が形成されていました

（図５）。筑後川の流量も 200～400 m3

／sec を示し（図４）、中規模の出水が

続いていたことから、密度成層が維持

され、観測点Ｔ１３付近の海底付近で

は溶存酸素は低い傾向にありました

（図５）。しかし、９月中旬以降は流量 



図２．２０１５年９月における国営干拓沖（Ｔ１３）、沖神瀬西（Ｐ６）、大浦沖（Ｐ１） 

   における底層（海底上２０ｃｍ）の水温、塩分、溶存酸素飽和度の変動 

 

も減少し（図４）、北寄りの風の連吹（図３）および大潮期の潮流の増加により、海水は混

合され始め、９月１３日には浅海域の密度成層は消滅しました（図５）。９月下旬の小潮～

中潮期には、９月２１日、２４日の観測でみられるように浅海域で弱い成層が形成されま

したが、奥部海域の海底付近では溶存酸素の大きな低下は見られず、９月下旬の大潮期に

は、９月２９日の観測でみられるよう再び全海域で海水は良く混合され、溶存酸素は高い

水準に回復しました（図６）。 

 このように、季節風としての北寄りの風の連吹が始まったことによって、大潮期に海水
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は効率良く混合して海水中に酸素が供給され、小潮期の溶存酸素の低下が小さくなったこ

とから、今年の貧酸素水塊は終息したと考えられます。 

 

 

 

図３．沖神瀬西（Ｐ６）における海上風（海上３ｍ）の風向・風速の経時変化 

 

 

 
図４．筑後大堰直下流量（筑後川ダム総合管理事務所、速報値）の推移 
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